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研究課題名：Hugo RAS を用いたロボット支援下肝切除の初期成績ならびに RUBINA Overlay 蛍

光ナビゲーションの技術的実施可能性に関する後ろ向き観察研究 

本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を得て実施します。 

１．研究の対象 

2025 年 9 月 1 日から 2026 年 6 月 30 日までに藤田医科大学病院で Hugo RAS（ヒューゴ・ラス）

を用いたロボット支援下肝切除を受けられた 18 歳以上の方を対象とします。 

２．研究目的・方法・研究期間 

Hugo RAS は、外科医がロボットアームを操作して手術を行う手術支援ロボットです。本研究の

目的は、当院で Hugo RAS を導入した初期の肝切除について、手術を予定どおり完了できたか、手

術時間、出血量、術後合併症などの短期成績を調べることです。 

また、肝臓の区域・亜区域に沿って切除する手術の一部では、インドシアニングリーン（ICG）

という蛍光色素と RUBINA Overlay 機能を使用しています。RUBINA Overlay は、ICG の蛍光情報を

通常の手術画像に重ねて表示する機能です。本研究では、この表示を肝臓の切離中に補助的な目印

として使用できたかについても検討します。 

電子カルテ、手術記録、麻酔記録、検査結果、画像診断、病理診断、術後経過、手術中に通常診

療として記録された動画および静止画像を後ろ向きに調査します。研究のために新たな受診、検査、

採血、投薬または手術をお願いすることはありません。 

手術動画・静止画像を学会発表や論文で使用する場合は、腹腔内の手術野だけを使用し、氏名、

カルテ番号、日付、音声など、個人を特定できる情報を削除します。個人を特定できないように編

集した動画が、学術誌の補足動画としてインターネット上で公開される場合があります。 

研究期間は、医学研究倫理審査委員会の承認日から 2028 年 3 月 31 日までです。各対象者につ

いて、手術後 90 日までの経過を確認したうえで解析します。 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

本研究では、血液や手術で摘出した組織などの試料を研究目的で使用しません。 

情報：年齢、性別、身長、体重、全身状態、肝機能、病名、腫瘍の数・大きさ・位置、手術方法、

再肝切除の有無、手術時間、出血量、肝臓への血流を一時的に止めた時間、輸血、開腹手術への変

更、術後在院日数、術後 90 日までの合併症、病理診断、切除断端、ICG および RUBINA Overlay の

使用状況、術中動画・静止画像 等 

カルテ番号は、対象となる方の確認と診療情報の照合のために使用しますが、解析用データには

含めず、研究用の番号に置き換えます。 

４．外部への試料・情報の提供 

外部の研究機関へ試料・情報を提供することはありません。研究成果は、個人を特定できない集

計結果および匿名化した術中画像・動画として、学会や学術誌で発表する場合があります。 
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５．研究組織 

本学の研究責任者：藤田医科大学 総合消化器外科 高原武志 

６．除外の申出・お問い合わせ先 

情報が本研究に用いられることについて、研究の対象となる方もしくはその代諾者の方にご了承

いただけない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記の連絡先までお申し出くださ

い。その場合でも、お申し出により、研究の対象となる方その他に不利益が生じることはありませ

ん。 

ただし、すでに個人を特定できない形で解析されている場合や、研究成果が学会・論文等で公表

された後は、情報を取り除くことができない場合があります。 

本研究に関するご質問等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。また、ご希

望があれば、他の研究対象者の個人情報および知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書

および関連資料を閲覧することができますので、お申し出ください。 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

藤田医科大学 総合消化器外科 

担当者：福岡 裕貴 

〒470-1192 愛知県豊明市沓掛町田楽ケ窪 1 番地 98 

電話：0562-93-2111（藤田医科大学病院代表） 

※お電話の際は「総合消化器外科・福岡裕貴宛」とお伝えください。 

 


